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株式会社ジェイコム湘南・神奈川 町田・川崎局 

2022 年度 放送番組審議会 議事録 

 

2022 年度の放送番組審議会は、2023 年 3 月 17 日(金)にジェイコム湘南・神奈川 町田・川

崎局で開催された。 

 

＜放送番組審議会委員＞ （五十音順） 

－ご出席－ 

遠藤 雅子   様      小山  均      様       北條 秀衛  様 

塚本 猛    様     横田   まさお  様 

 

事業者側から局の現況、及び J:COM チャンネル(11ch)と J:COM テレビ(10ch)について 

報告があった。 

 

【質疑応答・意見交換】（北條会長による進行） 

 

委員 YouTube など様々なメディアの台頭により、「TV 離れ」が起こっていると言われてい

る。J:COM には、テレビの視聴習慣に結び付けるような番組作りをしていただきたいが、今

後どうしていくのか。また、「ど・ろーかる」の認知状況はどうなのか。 

 

事業者 テレビの視聴習慣についてだが、視聴してもらう為には、ザッピングでの引っ掛か

りが大事だと感じている。その為に、関心を引く番組作りを取り組んでいく。 

認知・告知については、社内のＳＮＳアカウントを整理し、刷新していく予定。引き続き、

認知向上に注力していく。また、現在「ど・ろーかる」アプリがあるが、アプリでいいのか。

YouTube はどうかなどの話があり、引き続き視聴習慣促進、番組の認知向上に努めていく。 

 

委員  ＴＶ視聴のタイミングは人によってさまざま。その為、アプリで視聴できることは、

引き続き推進してもらいたい。さらに、見た人が次につながるアクションができるような仕

組み。例えば、番組最後にＱＲコードを付ける。アプリ視聴中の画面をタップすると情報元

のリンク先に飛べるなどのメディアミックスを取り入れてもらいたい。合わせて、番組の反

響の様子も取材し、いい連鎖が生まれるようにしていきたい。 

 

事業者  メディアミックスとして、地域のフリーペーパーを制作している団体と連携した

取り組みを行っている。今後も継続していきたい。例えば、町田にある WEB 新聞「経済新聞」

の人にコミチャンに出演してもらい告知する。そうすることで、情報発信のチャネルが増加

し、番組の質向上につながっている。  
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委員  コロナの影響でなかなか外に出ることが難しかったと思うが、カメラを持って、現

場に出て取材することを引き続き続けてほしい。カメラがあることで現場のモチベーショ

ンが上がる為。また、毎週地域毎に特集しているが、同じトピックスであれば地域をまたい

で放送するなどしてもいいのではないか。最後に、町田市でバイオエネルギーセンターが新

設されたことの告知のなかで、不燃ごみに含まれる「リチウムイオン電池」等が原因の火災

が多く発生していることを報道した。市民のごみ出しの啓発にもつながる為、大切なことは

繰り返し周知してもらいたい。 

 

事業者  現在のコミチャンの放送が行政単位となっており、地域をまたいでの放送が難し

い状況ではあるが、取り組んでいきたい。また、カメラは存在感があるので可能な限り現場

に出ての取材を努めていきたい。 

 

委員  引き続き、地域文化・イベントに主体的に携わってもらいたい。合わせて、著作権が

厳しくない若手にフォーカスし支援するなど。各地域の若手を J:COM がキーパーソンとな

り、つなげていく。お互いが企画し実行していくなどニュース以外にも携わってもらえたら

と思う。 

 

事業者  コロナで難しかったが、2022 年より地域に出て現場で取材を行っている。 その

為、イベント実施報告の後パブだけではなく、事前に情報発信ができるよう働きかけをして

いく。合わせて、メディアミックス促進として、是非行政の広報などでも J:COM の「ど・ろ

ーかる」アプリの QRコードを告知いただければありがたい。また、2025～2027 年にかけて

放送をＩT化していく予定。それに伴い、地域だけで放送している番組をアプリで配信し全

国で視聴できるようできればと思っている。J:COM として主体的に地域イベントに取り組め

るよう引き続き検討していく。地域情報を相互にやりとりするよう、取り組んでいきたい。 

 

委員  昨年、麻生区は 40周年だった。40周年事業を通してアーカイブ映像の大切さを感じ

た。いい映像が残ることが次につながる。 

行政も情報発信者なので、何か要望あれば是非教えてほしい。 

また、行政的に情報の校正性を保つために 1社とだけの提携は難しいので、地域メディアネ

ットワークを構築いただければ、行政としても働きかけできるのでありがたい。 

例えば、中原区は地域メディアネットワークあった。麻生区はないようなので、あればあり

がたい。 

 

事業者 委員の皆さまからのご意見、活発な審議ありがとうございました。今後の番組 

制作に役立てていきたいと思います。 

以上 


